










































































































実施月 資料 価値（徳目） 
４月 トイレの神様(植村花菜) 勤労奉仕 4-(5) 
５月 ＧＩＦＴ(Mr.Children) 個性の伸長 1-(5) 
６月 「なぜ人を殺してはいけないのか」 公正・公平 4-(3) 
７月 Ｘからの手紙 思いやり（認め合い）2-(2) 
９月 仲間(ケツメイシ) 集団生活の向上 4-(4) 
10 月 円周率～山井投手の思い～ 理想の実現 1-(4) 
11 月 iPhone18 の約束 家族愛・ネットモラル 4-(6) 
12 月 Ｘからの手紙 思いやり（認め合い）2-(2) 
１月 食べられた切符 法やきまりを守る 4-(1) 
２月 夕陽を見ているか？(AKB48) 自然愛 3-(2) 
３月 Ｘからの手紙 思いやり（認め合い）2-(2) 























明治大学 教育会 第 7 分科会を終えて 
山口 夏樹（桜華女学院中学校・日体桜華高等学校） 















































 昨年 4 月 1 日，私は正式に埼玉県の教諭となった。これから 30 数年間この仕事を続け
ていくのだと自分に言い聞かせた。この 1 年間を振り返って，この場で報告できるような
ものは何もない。まだまだ教師としては「未熟者」だからである。ここでは報告というよ
りむしろ，この 1 年間で感じたこと，考えたことを列挙していきたいと思う。 






























木村 愛美（千代田区立神田一橋中学校）  
 
わたしは，2013 年 11 月から，産休・育休代替として千代田区立神田一橋中学校の通級
指導学級（情緒しょうがい）で勤務している。通級指導学級とは，以下のような生徒のた
めの特別支援学級である。 
 
 
・「聞く・話す・読む・計算する・推論する」などに困難がある。 
・通常学級での学習だけでは，理解が困難である。 
・対人関係が築きにくい，場面や状況に応じた行動が難しい。集団生活になじみにくい。 
 
 
現在，神田一橋中学校の通級には，上記の基準に該当する生徒が数名いる。こうした生
徒には，以下の指導を行っている。 
 
・週に８時間以内で，在籍しているクラスの授業を抜けさせて，生徒の苦手とすることを
学習する。 
・生徒一人ひとりに応じたプログラムを作成し，それに基づいて，個別・小集団指導する。 
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・自立活動（情緒を安定させる力，変化に対応する力，他者とのコミュニケーションをと
る力，自らの課題を理解して課題を克服する力などを養う）
・自立活動に関連付けて，学習の補充を行う（国数英）
 通級指導学級は，少しずつ存在は知られてきているものの，まだまだ知名度は低く，現
場で働いている通常学級の教員でも，自分の担当する学級の生徒が通級でどのような指導
を受けているのか分からないことがある。わたしは，この職に就くまで，大学院の博士課
程でずっと日本文学を研究していた。社会教育や生涯学習にも興味があり，国立市公民館
で知的しょうがいを持つ人々とかかわっていたため，しょうがい者と共に学ぶ経験はして
きたものの，「教員として指導する」ということに関しては，何も分からない状態からスタ
ートすることになった。 
まず，わたしがぶつかった壁は，「通級に来ると，授業が分からなくなるから，来たくな
い」という「通級渋り」をする生徒がいることだった。そこで，本人の意思を汲み，通級
を一時的に休止することになった。しかし，本生徒の学年が上がるごとに，授業について
いけなくなり，ほとんどの時間を寝て過ごす，それを注意すると暴言をはく，等の問題が
起きるようになった。 
 わたしは，通級で何をしてよいのか分からなくなった。「この生徒たちにとって，本当に
必要なことは何か？」という疑問を解決するために，本を読んだり，研修に出たりするこ
とで，発達しょうがいに対する理解を深めた。夏季休業中には，東京都が設けた研修に片
っ端から参加した。そして，実際に発達しょうがいや情緒しょうがいを持つ生徒たちの進
路先を見学しに行った。しょうがい自体を理解し，しょうがいを持つ生徒たちが将来どの
ような困難に立ち向かうかを知ることで，中学校３年間で何を指導すべきか考えた 
わたしが辿り着いた答えは，文部科学省が示した「義務教育の目的，目標」です。「義務
教育の目的，目標は，高度に発達した複雑な現代社会において，生涯を人間として，とに
もかくにも生きていけるだけの資質能力を体得させること」というものである。例えば，
分からないことを誰かに尋ねることができる。友人とコミュニケーションをとることがで
きる。新聞や公的な書類などの文章が読める。片づけや身の回りのことを自分でできるよ
うにする，などである。 
通級の生徒たちは，しょうがい者手帳を取得することができず，健常者と同じ土俵で生
きていかなくてはいけない。社会に出たときに，最低限のことができていれば，何とか自
立して生きていける。しかし，それは，生徒が「自分は今，がんばっている！」と感じな
がら学習していかなければ続かない。がんばったことが目に見える形で報われるようにさ
せながら，力をつけさせたい。「やれば，やっただけ，何かが残る」ということを経験させ
たい。こうした指導に対する考え方が，わたしが通級の生徒を指導するにあたって得たこ
とである。 
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わたしの産休・育休代替としての勤務期間は，今年度までである。今後は，中学校や高
校で講師として，国語を教える機会があるかもしれない。通級指導学級とはまったく違う
環境であるが，ここで得たことは通常学級でも活かせるはずである。単に教科を教えるの
ではなく，教科を通じて，生徒がどのような力を身につけさせるか。その力こそ，生徒に
必要なものであり，生涯にわたって活きてくるのではないかと思っている。 
おわりに 
本年度は教職課程常設分科会としての初めての発表であった。パネリストと参加した学
生諸君の間で有意義な交流があったことは非常に大きな成果であったといえるだろう。 
昨今，教育現場や教員養成制度について，様々な批判がなされ，次々と「改革」のため
の案や施策が打ち出されているが，学校と教育会と教職課程が本当の意味で相互に研鑽し
合えるような場を持つことこそが，学校教育のよさを守り，それをさらに伸ばしていくこ
とにつながることなのではないかと思う。 
そして，このような分科会を今後も継続して企画・実施することが，教職課程としての
今後の課題といえるだろう。 
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